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低用量アスピリン起因性小腸傷害の

生頻度・内視鏡的特徴・治療の検討

一カプセル内視鏡を用いた臨床研究―

遠 藤 宏 樹

横浜市立大学附属病院 内視鏡センター

要 旨 :日 本人の高齢化 と食習慣の欧米化で,脳血管障害や虚血性心疾患の予防のために低用量アス

ピリンの服用者数は増加の一途を辿っている。近年,カ プセル内視鏡など小腸内視鏡の進歩により,

アスピリンが胃・十二指腸のみならず小腸に多彩な病変を引き起こすことが明らかになった.健常者

を対象に行った試験により低用量アスピリンが実際に小腸粘膜傷害を惹起することを実証し,傷害の

発生頻度 (粘膜欠損30%)に ついても明らかにした。アスピリン常用患者のカプセル内視鏡所見は円

形潰瘍 。地図状潰瘍・輪状潰瘍など多彩な炎症性病変を認め,頻度は少ないものの狭窄を呈する症例

もあった。また潰瘍性病変は下部小腸に多い傾向を認めた。これら低用量アスピリンによる小腸傷害

が出血や貧血など臨床上問題となることは少なくないが,適切な予防・治療法は確立されていない.

基本的にはアスピリンの休薬が確実な治療であるが,基礎疾患の問題から休薬が困難なケースも多 く,

安全な治療・予防策が急務である。アスピリン小腸傷害に対してプロバイオテイクスを用いた治療は

小腸傷害を有意に改善させ,今後治療・予防薬としてその効果が期待される結果であつた。
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jury),プ ロバイオテイクス (prObioics)
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は じめに

脳梗塞・狭心症・心筋梗塞などのアテローム血栓症は

本邦でも主要な死因であり,罹患患者数も増加の一途を

辿っている。本疾患群の一次および二次予防には抗血小

板療法が不可欠であり,抗血小板薬のなかでも低用量ア

スピリンによる動脈硬化性疾患に対する予防効果はすで

に多 くの臨床試験により立証されており,抗血小板療法

における中心的存在の薬剤となっている13)。 しかし,

アスピリンの使用に関しては低用量であっても消化管粘

膜傷害,特に消化管出血の副作用が問題となる4)。 胃・

十二指腸への傷害については,多 くの知見が集積され,

発症機序 。頻度だけでなく,治療・予防法についても確

立されつつある.一方,十二指腸以深の小腸ではアスピ

リンによる粘膜傷害は起こらないと考えられていた.し

かし実際臨床の現場では,上部・下部の消化管検査を施

行しても説明のつかない消化管出血をきたすアスピリン

内服症例に遭遇することは珍しくない。月ヽ腸からの出血

が疑われつつも,その解剖学的特徴から検査の難しさゆ

えに精査されないこともあり,ア スピリン小腸傷害の間

題は長い間解明されずにいた。2007年 に Lcungら 5)が

アスピリン起因性小腸潰瘍を発症 した 1例 をLancetに

報告して以来,小腸傷害への注目が高まり,ま たカプセ

ル内視鏡やダブルバルーン内視鏡などの新 しいモダリ

ティが使用可能となったことと併せて,近年さまざまな

臨床研究や症例報告が散見されるようになった。

臨床現場で注目されつつもこれまでその検査の難しさ

ゆえに研究報告のなかったアスピリンによる小腸傷害の

現況を,筆者らが行ったカプセル内視鏡という新しいデ

バイスを用いて検証した臨床研究の成績とともに概説す

る。
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